















































































































































































































番号 名 称 所在地 墳 形 時 代 備 考
１ 阿武山 高槻市奈佐原 円墳 ７世紀後半
石室の内部が，全面的に厚さ約１．５cmの漆
喰で塗られている。
２ 石宝殿 寝屋川市打上 （不明） ７世紀後半
羨道を造る石材の隙間を埋める状態で，漆喰
が使われている。
３ 太安万侶墓 奈良市此瀬町 円墳状墓 ７２３年頃
墓擴の中に，漆喰片が骨片などと一緒に置か
れている。
４ 帯解黄金塚 奈良市窪之庄町 方墳 ７世紀中期
玄室・羨道とも，壁面全体に厚く漆喰が塗ら
れている。
５ 塚 平 天理市岩屋町 方墳 ７世紀後半
切石で造られた石室の隙間に，漆喰が詰めら
れている。
６ 峰 塚 天理市杣之内町 円墳 ７世紀中期
切石で造られた石室の隙間に，漆喰が詰めら
れている。
７ 南 山 榛原町萩原 円墳 ７世紀前半頃
状式で，積み石の隙間に漆喰が詰められ，
壁面にも薄く塗られている。









１０ ムネサカ１号 桜井市粟原 円墳 ７世紀前半中頃 壁面や天井の隙間に，漆喰が詰められている。
１１ 舞 谷 桜井市浅古 円墳 ７世紀中頃
石材をレンガ状に重ねる際，漆喰をその間に
挟み，玄室内にも全面的に漆喰を塗っている。
１２ エンドウ山 桜井市倉橋 円墳 ７世紀後半
石室の石材の隙間に，漆喰が詰め込まれてい
る。





１４ 艸 墓 桜井市大字谷 長方形墳 ７世紀前半頃
玄室を造る巨大な切石の隙間に，漆喰が詰め
られている。
１５ 菖蒲池 橿原市五条野町 円墳 ７世紀中頃
玄室の隙間や側壁の凹部に，漆喰が詰め込ま
れている。
１６ 小 谷 橿原市鳥谷町 円墳 ７世紀前半～中期頃 石室の隙間に，漆喰が詰め込まれている。
１７ 中尾山 明日香村平田 八角形墳 ８世紀初頭
扉石左側の隅石と天井石の隙間や，側石と扉
石との隙間に，漆喰が詰められている。






１９ 亀 虎 明日香村阿部山 円墳 ８世紀初頭 石室が全面的に，漆喰で塗られている。
２０ 岩屋山 明日香村大字越 方墳 ７世紀前半中頃
石室を造る切石の間に，漆喰が詰め込まれて
いる。
２１ マルコ山 明日香村大字真由美 円墳 ７世紀末頃 石室内部の壁面が，漆喰で塗られている。
２２ 東大岩３号墳 大淀町大岩 円墳 （不明）
石室を造る積み石の隙間に，漆喰が詰められ
ている。











２４ 西 宮 平群町西宮 方墳 ７世紀中頃
切石で造られた，玄室の組み石の隙間に漆喰
が詰められている。
２５ 平野塚穴山 香芝町平野 方墳 ７世紀末期
横穴式石槨で，石槨の隙間に漆喰が詰められ
ている。
２６ 鉢伏山西嶺 羽曳野市飛鳥 円墳 ７世紀後半
玄室の天井部と側壁の隙間と壁面の凹部に，
漆喰が塗こめられている。
２７ 王公８号塚 羽曳野市飛鳥 円墳 ７世紀前半
横穴式石槨で，石槨と前室部の天井，側質の
接合部に漆喰が詰められている。
２８ 観音塚上 羽曳野市飛鳥 円墳 ７世紀末頃
三枚の天井石と側壁の間に，漆喰が詰められ
ている。
２９ 観音塚 羽曳野市飛鳥 方墳 ７世紀中頃
側壁は切石を用いて築かれ，漆喰が目地に施
されている。
３０ 観音塚西 羽曳野市飛鳥 （不明） ７世紀後半
三枚の天井石と側壁の間に，漆喰が詰められ
ている。
３１ ヒチンジョ池西 羽曳野市埴生野 方墳 ７世紀末期
横口式石槨で，石槨の隙間に漆喰が詰められ
ている。
３２ 御領山 太子町太子 円墳 ７世紀後半
石室は切石を組み合わせて作られ，壁面は漆
喰で塗られている。
３３ 二子塚 太子町山田 双方墳 ７世紀中頃以降
石室は自然石と切石が用いられ，側壁に漆喰
が塗られている。
３４ 白壁塚 高取町寺崎 方墳 ７世紀中頃
花崗岩の切石を用いて造った石室の隙間に，
漆喰が詰められている。
３５ 兵家夫婦塚 當麻町大字兵家 （不明） ７世紀後半
墳丘内に，二つの横穴式石室が並び，そのひ
とつには壁面に漆喰が塗ってある。




３７ 神明神社 葛城市新庄町寺口 円墳 ７世紀後半
横穴式石室は７枚の巨石が用いられ，石材の
合わせ目に漆喰が詰め込まれている。
３８ 塚 廻 河南町平石塚廻 （不明） （不明）
奥室・羨道の隙間に漆喰が詰め込まれ，また
閉塞石の隙間にも漆喰が詰めあれている。










番号 名 称 所在地 墳 形 時 代 備 考
１ 尾市１号 福山市新市町大字常 十字塚 ７世紀後半 横口式石棺の隙間に詰め込まれている。
２ 大佐山白塚 福山市新市町大字戸手 方墳 ７世紀後半
切石を用いた石室の隙間を埋めるように，詰
め込まれている。
３ 曽根田白塚 福山市芦田町 円墳 ７世紀後半
石室の隙間に漆喰が詰め込まれ，壁面も漆喰
が塗られていた。





























番号 名 称 所在地 墳 形 時 代 備 考
１ 宝塔山 前橋市総社町総社 方 墳 ７世紀後半
横穴式石室の隙間には漆喰が詰められ、壁面
にも部分的に塗られた痕跡が残っている。















































































































































































芋一斤六両 雑用料 紫土小三斤四両 雑用料























































































“石灰兼 名苑云石灰一名堊灰 以之波比 焼青白石成熟熱冷竟澆之碎
成灰也”
“白土 兼名苑云白土一名堊 巳見地部塵土類”
とあり，石灰と白土は分けて記載され，原石や焼成についても述べられて
いる。
るいじゅう ふ せんしょう
１１．『類聚符宣抄』に見る石灰職
壬生官務家が，天平９（７３７）年から寛治７（１０９３）年までの宣旨・太
政官符などを収録した書物で，平安時代末期には成立していたとされてい
る。巻七にある天暦４（９５０）年９月２３日の項には，次の記載がある。
“補二石灰木工修修理職長上一事
応レ補修理職焼石灰長上従八位下清宗宿禰忠孝事右得二彼職去四月廿
八日解称一謹検案内検二案内一清宗氏秀以二石灰長上之労去二年被レ任二山
城権少目自一爾以降依レ其人一動闕二其用一方件忠孝是氏秀之男也箕裘
継レ業職掌可レ堪不レ挙二若人一誰練二其道一望請以二件忠孝一被レ補氏秀之
替一将レ令レ勤二石灰之事一者右大臣宣依レ請者省宣承知依宣行之荷到奉
行
右少辨藤原朝臣国光 左少史栗前宿祢扶茂。”
．石灰の生産地
すでに述べたように，わが国では古墳時代の末期である７世紀後半から
漆喰が使用されているが，生産された場所については不明である。また，
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漆喰は石灰石を原料とするほか，牡蠣やハマグリなどの貝類を焼成しても
生成されるが，古墳で使用された漆喰の原料についても不明である。『倭
名類鈔』には，“焼青白石成熟熱冷竟澆之碎成灰也。”とあることから，承
いしばい
平年間（９３１～９３８）には石灰石を焼いて石灰を生産していたことが分かる。
古代から中世前期における，石灰の生産や産出地についての記録は，和
銅６（７１３）年に撰進の命令が下った『播磨風土記』の「讃容の郡」にあ
るのみである。「邑宝の里」の項に，
“室原川，風を屏ふこと室のごとし。かれ，室原といふ。人参・独活
・藍漆・升麻・白朮・石灰を産する。”とある。
播磨国讃容郡は現在の兵庫県佐用郡に比定されているが，現在，室原あ
第５図 兵庫県佐用町西大畠付近の地質（１／５万地質図「上郡」より作成）
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るいは室原川と称される地名の場所は和気郡和気町の山中である。しかし
ながら，和気町室原川付近の地質は，２０万分の１地質図『姫路』図幅によ
ると，流紋岩及びデイサイト火砕岩類及び溶岩からなる相生層群が広く分
布し，石灰の原料となる石灰岩はまったく分布していないことから，比定
は間違っていることになる。付近で石灰岩が分布しているのは，室原から
す さ い
北西方向へ６km前後離れた吉井川に沿う周匝付近で，そこは二畳紀の舞
鶴層群上中部，龍野層群上部及び相当層（Tu）の分布範囲で，層内に石
灰岩が挟まれている。
一方，室原から北東方向へ１４km前後離れた佐用町西大畠稗田付近の地
質は石炭紀の上月層で，堆積岩中にレンズ状の石灰岩が挟まれている（第
５図）。上月町史編さん委員会（１９６８）では，風土記稿にある「室原山」
は佐用町西大畠の平地一帯と比定している。付近一帯の地質は古生代の上
月層で，層内にはレンズ状に石灰岩が挟まれていることから，この比定は
間違いないであろう。当地では江戸時代の文化２（１８０５）年頃，あるいは
昭和初期にも石灰を生産したと云う。
まとめに代えて
いしばい
本報では，最初に石灰の名称や製造について述べた。次に，古代から中
世前期にかけての石灰の利用について多くの事例を紹介し，わが国には７
いしばい
世紀後半に石灰を生産する技術が伝わり，古墳や寺院の建築用材として利
用されたことを中心に報告した。最後に，中世前期までに石灰の生産地と
して明らかな土地は，兵庫県佐用町西大畠稗田のみであることを述べた。
身近な鉱産資源である石灰石の利用について，まだ明らかになっていな
い事も多く，利用史の立場から論究を重ねていきたい。
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注
１）名称の由来は，「石灰焼窯から出した物に少量の水をかけると，水蒸気と共に熱が
出ることから，生きている様なので生石灰，さらに水をかけると消沈してしまう状
態になるので消石灰と称する」，と云う。
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